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津波から命を守るための有力な手段は地震直後の避難であるとされてい

る。その一方で、地震発生から津波到達までの限られた時間で、どのような

避難が本当に有効であるかを知ることは決して簡単ではない。地震の揺れに

よる被害の状況が不明であるし、津波の侵入の様子も詳細に想定されている

訳ではないからである。そこで、有効な避難を知る方法の一つはコンピュー

ターによる避難のシミュレーションである。 

本セミナーは、スーパーコンピュータによる地震シミュレーションの最先

端を紹介し、シミュレーション技術の災害と避難への適用を説明し、シミュ

レーションの活用実例を紹介する。同時に、津波避難シミュレーションの有

効性と限界に関しても議論する。 

 

 

日時： 2015 年 8 月 6日 14 時 15 分～15 時 45 分 

場所： AER ビル２１F  D 会場 

主催： 日本地震工学会   

後援： 国土交通省東北地方整備局、東北地域づくり協会 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

 

【基調講演】  

スーパーコンピュータを使う地震シミュレーションの利用 

東京大学地震研究所 堀 宗朗 氏 

 

【講演１】  

シミュレーションで考える、災害と避難の関係 

(株)構造計画研究所 荒木 秀朗 氏 

 

【講演２】 

 津波避難シミュレーションの活用事例 

(株)ベクトル総研  末松 孝司 氏 

 

命を守る津波避難のシミュレーション 



速度・容量が加速的に増加する計算機のトップランナーがスー

パーコンピュータである。我が国が開発したスーパーコンピュー

タ「京」を使うことで、従来にない精度と信頼度を確保した、都

市全体の地震災害・被害を計算するという地震シミュレーション

の研究が進められている。本講演では、このスーパーコンピュー

タを使う地震シミュレーションの利用の現状を紹介する。スーパ

ーコンピュータを使うことで品質が保証された地震ミュレーショ

ンは社会実装も進められている。自治体との連携事例も紹介する。 

 

講師 堀 宗朗（ほり むねお） 

1984 年 東京大学工学部土木工学科 終了 

1985 年 ノースウエスタン大学大学院修士課程 修了 

1987 年 カリフォルニア大学サンディエゴ校博士課程 修

了 

2001 年 東京大学地震研究所 教授 

2013 年 東京大学地震研究所巨大地震津波災害予測研究セ

ンター 

センター長 

2013 年 理化学研究所計算科学研究機構 ユニットリーダ 

 

 

 

 

 
 

専門分野：計算地震工学、応用力学 

 

主な学会・社会活動：土木学会、日本地震工学会、 

Managing Editor of Journal of Earthquake and Tsunami 
内閣府・文部科学省・経済産業省各種委員会委員 
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本講演は、自然災害と人々の避難を組み合わせた避難シミュレ

ーションの事例を紹介する。避難計画の策定の際には、さまざま

な災害想定の下で最も適切な避難方法や誘導方法を検討する必要

がある。個々の災害によって規模や被災地域等が大きく異なるた

め、いろいろな災害シナリオに基づく被害状況を計算し避難者の

行動を模擬する計算を組み合わせたシミュレーションが検討には

適切である。津波や火災などいくつかの災害とマルチエージェン

トモデルを組合せて避難シミュレーションを行った事例と、火山

噴火や土石流などの様々な自然災害への適用可能性について説明

する。 

講師 荒木 秀朗（あらき ひであき） 

1987 年 熊本大学工学部資源開発工学科 卒業 

1989 年 熊本大学大学院工学研究科資源開発工学専攻 修

了 

1989 年 株式会社構造計画研究所 入社 

2003 年 株式会社構造計画研究所 耐震技術部長 

2009 年 株式会社構造計画研究所 執行役員 経営企画部

長 

2013 年 株式会社構造計画研究所 常務執行役員 営業本

部長 

 

 

 

 

 

専門分野：地震工学 

 

主な学会・社会活動：日本地震工学会 
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本講演は、建物内や比較的狭い地域を対象として、施設計画や

周辺エリアの安全検証を目的としたミクロ群集避難シミュレーシ

ョンの活用事例を紹介する。避難の様子を示すアニメーションを

使った、直感的に分かり易い事例である。各事例に対して、シミ

ュレーションが意図された背景、目的、ケース設定、評価基準等

について説明を加え、避難シミュレーションの有効性と適用範囲

を示す。同時に、入力されるデータの質によってシミュレーショ

ンの精度にばらつきが出る等の限界も示し、シミュレーションの

限界の解決に向けた展望も説明する。 

 

講師 末松 孝司（すえまつ たかし） 

1984 年 広島大学工学部第四類土木工学科 卒業 

1984 年 東急建設（株）入社 

1988 年 ミズーリ州セントルイス大学経営大学院（MBA）派

遣留学 

1994 年 （株）東急総合研究所に出向・転籍 

2005 年 九州大学工学府大学院 都市環境システム工学専

攻 （博士） 

2005 年 ベクトル総研 取締役就任（2007 年より代表取締

役） 

2007 年 東京工業大学 非常勤講師（2011 年より連携教授） 

 

 

 

 

専門分野：群集流動・避難・道路交通シミュレーションシステム

開発と防災教育 

 

主な学会・社会活動：日本地震工学会 
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日本地震工学会「津波等の突発大災害からの避難の課題と対策

に関する研究委員会」（後藤洋三委員長）では、「避難シミュレー

ション普及部会」（堀宗朗 部会長）を設けて群集避難シミュレー

ションの品質保証を検討してまいりました。多くの数値解析手法

では、品質保証の具体的な方法として、検証と妥当性確認という

二段階の手順がとられます。これを参考に、群集避難シミュレー

ションの数値解析手法の検証と妥当性の具体的な内容を考案し、

これをを「避難シミュレーションの検証と妥当性確認 

Verification & Validation (V & V)」というマニュアルとして整理

いたしました。 
マニュアルの有効性・実用性を調べるため、群集避難シミュレ

ーションの研究者・実務者の方々に、このマニュアルに則って、

お使いの数値解析手の検証と妥当性確認をすることをお願いした

く考えております。本マニュアルの妥当性検証は、2011 年東日本

大震災での津波避難に関する調査結果を基に作成された群集避難

の状況のシミュレーションを対象にしております。貴重な調査結

果を活用する一例となることも期待されております。 
群集避難シミュレーションの数値解析手法の検証と妥当性確認

は、以下の日程で進めます。群集避難シミュレーションの品質保

証を進め、この分野の研究を進めるとともに、信頼に値するシミ

ュレーションを広げることに、ご協力をお願いできれば深甚です。 
 

 
 
 

日程にありますように、ご協力できる方は 8 月 31 日までにエン

トリーをお願いできれば幸いです。また、ご同意いただければ、

検証と妥当性確認の結果は日本地震工学会のホームページに掲載

する予定です。 
 
数値解析手法の検証と妥当性確認の日程 
2015 年 

8 月 31 日  協力される方のエントリー 
9 月 1 日 妥当性確認のための群集避難シミュレーションの 

設定情報の提供 
11 月 31 日  検証と妥当性確認の結果の提供 

2016 年 
2 月 1 日  検証と妥当性確認の結果の公表（日本地震工学会 

のホームページ） 
 
検証と妥当性確認のエントリー、及び、本件に関する問合せは下

記です。 
hori@eri.u-tokyo.ac.jp 

 

「避難シミュレーションの検証と妥当性確認 Verification & 
Validation (V & V)」マニュアルは下記サイトをご覧下さい． 

http://www.jaee.gr.jp/jp/research/research05/ 

「群集避難シミュレーションの数値解析手法の検証と妥当性確認」にご協力下さい 
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日本地震工学会とは 
 

「日本地震工学会(JAEE)」は、地震工学および地震防災に関す

る学術・技術の進歩発展をはかり、もって地震災害の軽減に貢献

することを目的として、2001 年 1 月 に設立されました。2010 年 

2 月より一般社団法人となり、2013 年 4 月に公益社団法人に移行

しています。現在の会員数は約 1、270 名、法人会員は 106 団体と

なっています。 

日本地震工学会は、地震そのものや地震による災害に関わるあ

らゆる分野の人々にとって有益な交流の場であります。これまで

に耐震工学に関わってきた地震学、土木工学、建築学、地盤工学、

機械工学などの領域の人々は勿論のこと、行政や公益事業に関わ

る人々、地域計画や社会心理などの人文・社会科学分野の人々、

さらには医療関係者など、地震災害の軽減に関わりのある人達が

広く連携する組織となることを目指しています。 

日本地震工学会は、会誌と論文集の発行、Web によるタイムリー

な情報提供、年次学術講演会などの定期的な研究発表会の開催、

地震工学・地震防災関連の講習会や研修会の開催、調査・研究プ

ロジェクトの指導・推進、新技術の評価、耐震基準の開発・普及、

技術者の生涯教育支援、地震防災施策の提言、地震工学・地震防

災分野における国際交流ならびに国際貢献を担う活動、地震災害

調査とその成果の公表、などを行っています。 

 

 

 

 

所在地： 〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館４F   

Tel: 03-5730-2831   

連絡先 e-mail： office@general.jaee.gr.jp   

ホームページ : http://www.jaee.gr.jp/jp/ 

 

28




